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〇令和２年４月

不安症発症の中央世代である１０代・２０代に対して、不安症の啓発を行うことを目的と

して、不安症啓発サイト「Ouraid」の運営を開始しました。同サイト内では、不安症の概要

や治療法の種類、不安症を学べるマンガを掲載しています。

〇令和２年１０月

「東京メトロアクセラレーター２０１９」の取組の一環として、東京地下鉄株式会社の開

発協力のもと、不安症のトレーニングソフトウェア「NaReRu」のサービス提供を開始しま

した。丸ノ内線の駅構内の風景や電車内音などを活用し、地下鉄乗車などの特定環境を再現

します。これにより、不安症患者が自身の症状の克服・改善に向け、室内にいながらトレー

ニングをすることができます。

〇令和２年１１月

テクノロジーを通じて生活の向上にチャレンジする起業家やスタートアップを応援する総

合支援プログラムである「TECH for LIFE Day 2020」に登壇し、最優秀賞を受賞しました。

〇令和３年２月

EPIC Games社の開発資金提供プログラム「EPIC MegaGrants」に「NaReRu」が採択さ

れました。このプログラムは、ゲームやツール、映像、建築、教育など様々な分野における

プロジェクトを対象にデベロッパーを支援するものです。
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